
3 ● 人間による活動

Ⅲ　環境学習プログラム
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台所からはじめよう、水の浄化

１　概要

日常生活で廃棄しているものが水を汚染し、それを浄化し、きれいな水にするためにはどれくらいの

水が必要であるかを先ず学習します。次に、少しでも水質汚染を防止するための方法を調べ、家庭や学

校で実践し、発表します。

２　ねらい

食べたものの残りかすや生ゴミなどたっぷり栄養を含んだ台所からの排水が、川や湖、海に流れると

水の汚染につながることに気づき、家庭でできる有効な処理方法を考え、実践する態度を養います。

３　方法

（１） 次のア～オを排水として流した場合、きれいな水にするために必要な水の量の多い順番に並べて

ください。

（ ） → （ ） → （ ） → （ ） → （ ）
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（２） 日常生活（台所）では、次のような方法で環境に配慮した実践が考えられます。ア～エについて、

家庭で実践しているかについて話し合ってください。

〔ポイントは栄養分をたくさん含んだ水をなるべく流さないということです〕

ア ●よごれた食器やなべはふきとってから洗おう
いらなくなったＴシャツをこまかく切っておいたり、

一度つかったティッシュペーパー、ゴムべらを使うと良い。

洗うときも楽です。

イ ●こまかいゴミがながれないように、水きり用のネットのふくろを使おう

ウ ●野菜くずや食べかすなどは土にもどそう

エ ●米のとぎ汁などは、植木や畑、庭にやる

（３） 上記の他に家庭では、どんなことを実践していますか。

＊（１）の答え　　　　（イ）→（ア）→（オ）→（エ）→（ウ）

ア　約（３３）杯、 イ　約（５００）杯、 ウ　約（３．２）杯、

エ　約（５）杯、 オ　約（１０）杯

【実践例】

参考：みんなで守ろう紀の国の水（和歌山県）
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洗剤の使い方や代用品を工夫してみよう

１　概要

先ず、各家庭でどんな洗剤を使用しているかを調べます。市販洗剤の洗浄力は有効ですが、使い過ぎ

ると環境に負荷を与えます。代用できる方法を各自資料等で調べ、意見交換をして認識を深めます。ま

た、学んだことを家庭や学校で試してみます。

２　ねらい

家庭で使用している洗剤には、川や海を汚すものもあります。洗剤の使いすぎを避けるために、家の

中をきれいにする環境にやさしい方法があることを知り、日常生活で実践していく意欲や態度を養いま

す。

３　方法

（１） 家庭では次のような場合に、どんな洗剤等を使用しているか、調べます。
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（２） 洗剤等の使い方や代用となる次の方法を知り、家庭等で試してみます。
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地球にやさしい一日をすごそう
『環境に配慮した生活チェックリストをつくり、実践しよう』

１　概要

チェックカードに従って、自分の毎日の行動がどのような状態なのか、また、その行動が環境にどの

ように影響しているのかを各自考え、環境に配慮した望ましい生活が実践できるよう、各自が生活チェ

ックカードを作成します。

２　ねらい

我々の全ての行動は地球環境へ何らかの影響を与えており、日常生活のちょっとしたことに気をつけ

れば地球環境を守ることができることに気づき、生活の中での無駄を省いたり、環境に配慮して適切に

行動しようとする態度を育てます。

３　方法

（１） 下記に示した生活チェックカードに基づいて、各自がどんな行動をとっているかをチェックして

みよう。
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（２） 自分（家族）にあった環境に配慮した生活チェックリストを作成し、取組んでいこう。
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私たちのくらしと地球温暖化（１）

１　概要

地球温暖化問題は地球規模の環境問題ですが、私たちの生活にとても密着しています。

ここでは、和歌山県が作成した地球温暖化啓発番組とパンフレットを用い、地球温暖化の原因、仕組

み（メカニズム）、影響、私たちができることを考えます。

２　ねらい

・地球温暖化の原因やメカニズムについての理解を深めさせます。

・地球温暖化による私たちの生活や自然環境への影響を学習します。

・私たちがすることやできることを考えさせます。

３　方法

（１） 和歌山県が作成した啓発番組「ＳＴＯＰ地球温暖化！ 私たちはアースセイバー」（約30分）を上

映します。（※アースセイバーとは、地球を救う人の意。）

（２） 和歌山県が作成したパンフレット「ＳＴＯＰ地球温暖化！ 私たちはアースセイバー」を配布し

ます。（番組に内容を合わせています。名前は同じです。）

（３） パンフレットに沿って、番組の内容を補足説明をします。

（４） 質問・感想シートを配布し、記入させます。

（５） 最後に感想を出し合い、まとめます。

○　番組の貸出、パンフレットの配布申込み先

和歌山県環境生活総務課　温暖化対策推進班

〒640-8585 和歌山市小松原通１－１　TEL 073-441-2690 FAX 073-433-3590

E-mail e0317001@pref.wakayama.lg.jp

○　参考となるホームページ

全国地球温暖化防止活動推進センター

http://www.jccca.org/

（※）パンフレットは県のホームページからダウンロードできます。

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/032000/ondanpamph/pamphlet.html

ＳＴＯＰ地球温暖化！啓発番組
「私たちはアースセイバー」

ＳＴＯＰ地球温暖化！啓発パンフレット
「私たちはアースセイバー」
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地球温暖化啓発番組

「ＳＴＯＰ地球温暖化！ 私たちはアースセイバー」番組構成

１　オープニング（海南市内）

２　地球温暖化のメカニズムと影響

３　低公害車　～天然ガス自動車、ハイブリッドカー、天然ガスステーション～（和歌山市内）

４　資源の循環利用（菜の花プロジェクト）とバイオ燃料（熊野川町内）

５　風力発電（吉備町内）

６　太陽光発電（吉備町内、和歌山市内）

７　家庭でできる地球温暖化対策

８　環境家計簿

９　事業所の取り組み（和歌山市内）

10 有機農業・地産地消（那賀町内）

11 森林による二酸化炭素の吸収・固定と森林資源の有効利用

12 まとめ

解説　和歌山大学システム工学部　中島敦司助教授

（ ）内は撮影場所
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質問・感想シート

　　　年　　　組　氏名　　　　　　　　　

１　地球温暖化による影響で、特に感じたこと、聞きたいこと。

２　地球温暖化を引き起こすメカニズムについて、特に感じたこと、聞きたいこと。

３　さまざまな取り組みを知り考える、私たちがすることできること。

４　その他特に気づいたこと、感じたこと。
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私たちのくらしと地球温暖化（２）

１　概要

地球温暖化問題は地球規模の環境問題ですが、私たちの生活にとても密着しています。

ここでは、地球が温暖化することにより起こる様々な影響やその原因について学びます。

２　ねらい

・地球が温暖化していることを理解させます。

・地球が温暖化することによる影響を理解させます。

・地球が温暖化するメカニズムについて理解させます。

・地球温暖化を引き起こす原因物質（温室効果ガス）について理解させます。

・地球が温暖化しないようにするための条件について考えさせます。

３　方法

（１） ワークシートを配付し、世界、日本、和歌山での気温の変化をあらわしたグラフを見て、どのよ

うな影響があるかを考えます。

（２） 別添資料１を配布し、地球温暖化による影響を説明します。

（３） 地球温暖化のメカニズムについて説明し、その原因が温室効果ガスであることを学習します。

（４） 私たちが排出している温室効果ガスの種類と排出量について学び、大気中に溜まり続けているこ

とをグラフを使って学習します。

（５） 温室効果ガス排出量と自然吸収量のバランスについて学習します。

（６） 自然が温室効果ガスを吸収する（光合成により二酸化炭素を吸収するなど）ことから、どうすれ

ば大気中の温室効果ガスを減らすことができるかをみんなで話し合い、考えます。

（７） 別添資料２について、配布して説明し、排出量を吸収量まで削減する必要があること、そのため

には化石燃料の使用量を削減することが必要であることを学習します。
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ワークシート

１　気温の変化

・世界の年平均気温は大幅に上昇しています。

次の図は、過去1000年間の北半球の平均気温の変化を示しています（実線）。近年急激に暖かくなっ

ていることが分かります。

・日本の年平均気温も大幅に上昇しています。

日本の平均気温は、20世紀の100年間で約1.0℃上昇しました（次図）。これは、世界全体の気温が約

0.6℃しか上昇していないのに比べて2倍近い大きな数字です。

出所：IPCC第３次評価報告書第１作業部会より

出典：気象庁「気候変動監視レポート」

日本における年平均気温の経年変化（1898～2002年）

気
温
平
年
差
（
℃
）
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・和歌山の年平均気温も大幅に上昇しています。

和歌山の平均気温は、100年間で約1.4℃の割合で上昇を続けています。

このように、気温はどんどん上昇を続けています。では、気温が上昇するとどのような影響が出るのでし

ょうか。話し合ってみましょう。

・海面はどうなる？

・気象はどうなる？

・動植物への影響は？

・健康への影響は？

・農作物、海産物への影響は？

・その他考えられることをあげてみましょう。
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２　地球温暖化のメカニズム

地球が温暖化する仕組み（メカニズム）について見てみましょう。

地球の気温は、太陽からくる光（日射エネルギー）と地球が宇宙に向けて出す熱（熱放射）とのバラン

スによって決まります。入ってくる量と出ていく量が同じであれば、一定の温度を保つのです。

しかし、近年、地球を暖めている温室効果ガスが空気中に増え、濃度が上がるにつれ、地球の平均気温

が上昇しています。温室効果ガスは、光をよく通しますが、赤外線（熱）はよく吸収するのです。これが

地球温暖化です。

温室効果ガスが空気中に増えるということは、例えると、地球にどんどん毛布をかぶせているようなも

のなのです。

３　温室効果ガスの種類

地球温暖化を進める温室効果ガスにはどのようなものがあるのでしょうか。

温室効果ガスの種類

（注）温暖化係数とは、いわば“温暖化の能力”のことで、二酸化炭素を基準（＝１）とした時の各物質の温暖化をもた
らす程度を示す数値をいいます。大きければ大きいほど、少ない量で大きな温室効果をもたらします。
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４　温室効果ガスの地球温暖化への影響

次の図は、今まで私たちが排出した温室効果ガスがどの程度地球温暖化を引き起こしているかを示し

ています。

私たちは、産業革命以降大量の温室効果ガスを出し、地球温暖化を引き起こしています。その60％が

二酸化炭素が原因であり、また、近年急速にフロン類の影響が増加しています。

５　急激に増加する温室効果ガスの大気中濃度

次の図は、主な温室効果ガスである二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素の大気中の濃度の変化を示し

ています。

二酸化炭素の大気中濃度

（西暦1000－2000年）

メタンの大気中濃度

（西暦1000－2000年）
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このように、温室効果ガスは急激に大気中に溜まっています。

これらの図と、気温の上昇図と比較してみましょう。同じ傾向を示していることがわかります。

６　排出量と吸収量のバランス

世界中で毎年、人為的に排出されている温室効果ガスの量（人為排出量）は年63億トンです。一方、

森や植物性プランクトン、サンゴなど自然が吸収する量（自然吸収量）は年31億トンです。（200リット

ルのお風呂を想像してみてください。毎分６.３リットルの勢いでお湯を入れつつ、３.１リットルずつ

抜いていくと、１時間もあればもういっぱいです。このように大気中に温室効果ガスがどんどんと溜ま

っているのです。）

それでは、どうすれば大気中の温室効果ガスを増やさないようにできるでしょう。意見を出し合って

みましょう。

地球温暖化の主な原因は、化石燃料の燃焼・使用です。

石油などから作られたプラスチックや衣服などを燃やすことも、主要な原因となっています。

一酸化二窒素の大気中濃度

（西暦1000－2000年）
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（別添資料１）

○　地球温暖化の影響

・海面の上昇

氷河や南極の氷が溶け海に流れ込む、海の水が気温上昇と共に暖められ膨張する（熱膨張）などによ

り、2100年には最大88cm海面が上昇します。

和歌山県の砂浜も温暖化によりそのほとんどが消失すると言われています。

後退するヒマラヤ（東ネパール）の氷河

（名古屋大学環境学研究科・雪氷圏変動研究室提供）

20年間で後退していることがわかります。

１９９８年１９７８年

和歌山県（右上から２番目）では、海面が30cm上昇するだけで60％以上、60cmで90％程度、１ｍ上昇

では98％の砂浜が浸食されます。
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・異常気象や自然災害の強大化、増加（台風、集中豪雨、洪水、干ばつなど）

気温の上昇による気候変動は、異常高温、洪水、干ばつ、台風の増加など、異常気象や自然災害を既に

引き起こしており、今後も増加すると予想されています。

気象庁によれば、平均的な気温の上昇に加えて、近年、平年に比べて極端に気温の高い異常高温の発生

数が増加傾向にあり、反対に極端に気温の低い異常低温の発生数は減少傾向にあります。また異常少雨も

増加傾向にあります。また夏の気温が特に高い年とそうでない年との変動幅の拡大も指摘されています。

また、日本全国の降水量の年平均値は、この100年間で6.6％減少しています。特に冬の降水量は21.2％、

秋も12.6％減少しています。この傾向は東日本と南西諸島で顕著に現れています。また、逆に集中豪雨は

増加し、台風も強くなる傾向を示しています。

・動植物への影響

現在絶滅の危機にさらされている生物は、ますます追い詰められ、さらに絶滅に近づきます。

サクラの開花日が早まり、イチョウやカエデの紅・黄葉や落葉が遅れるなど、生物季節へもすでに影響

が現れています。

串本では、今までのテーブルサンゴに替わり、熱帯系の枝サンゴが群生を始めたり、同じく熱帯系の

シャコ貝の生息も確認されています。

・健康への影響（マラリア等熱帯性感染症の流行など）

マラリアを媒介する蚊の生息可能域が北上する、熱波が頻発・長期化し、熱中症患者が増加するなどが

指摘されています。

・農作物、海産物への影響（米作、みかん、輸入作物等への影響）など

世界的には、気候の変化に加えて病害虫の増加で穀物生産が大幅に減少し、世界的に深刻な食糧難を招

く恐れがあります。

また、農作物の生育適地が変化すると言われており、和歌山でもみかんなどの収穫量が減る可能性があ

ります。また、海中では海の砂漠化と言われている磯焼けが県内でも広がっており、海産物への影響も懸

念されています。

米の生産量は、東北地方の一部では増加しますが、全国の生産量は減少します。
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（別添資料２）

排出量と吸収量のバランス

具体的な対策はさまざまですが、基本は次のとおりです。

（人為排出量＝自然吸収量）にする。

今まで蓄積された分があるので、実際は

（人為排出量＜自然吸収量）のように減らす必要があります。
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化石燃料と地球温暖化

１　概要

私たちの住む地球にはさまざまな資源があります。その中でも、19世紀の産業革命以降、私たちは石

炭、石油、天然ガスなどの化石燃料を大量に消費し続ける一方で、化石燃料起源の二酸化炭素を始めと

する温室効果ガスを大量に大気中に排出してきました。

ここでは、地球温暖化の主な原因となっている化石燃料について考えます。

２　ねらい

・化石燃料が有限であることと他のエネルギー源について理解します。

・化石燃料の生成過程について学びます。

・化石燃料の利用の仕方について学びます。

３　方法

（１） エネルギー資源の種類と残存年数をわかる範囲でワークシートに記入し、みんなで話し合います。

（２） 化石燃料の生成過程を学びます。

（３） 日本の化石燃料、特に石油への依存度の高さとリスクについて話し合います。

（４） 石油の利用の仕方について話し合います。

（５） 化石燃料と地球温暖化、私たちの生活を総合的に考え、話し合います。

参考となるホームページ

資源エネルギー庁

http://www.enecho.meti.go.jp/index.htm
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（ワークシート）

（１） 私たちのくらしとエネルギーについて

我々が利用できる地球のエネルギー資源には何があるでしょう。それはあとどのくらい利用できるの

でしょう。思いつくものは何でもあげてみましょう。（残存年数が分かるものは残存年数も調べてみま

しょう。）

（２） 石炭や石油、天然ガスなどは化石燃料と呼ばれていますが、化石燃料はどのようにしてできたので

しょうか。

私たちは電気やガスなどたくさんのエネルギーを使うようになりましたが、そのエネルギーの中で最

も多く使われているのが、石炭、石油、天然ガス（ＬＮＧ）などの化石燃料を燃やして作られるエネル

ギーです。化石燃料は、何千万年も昔に生きていた恐竜やプランクトン、植物などの死がいが長い年月

をかけて地下深くに眠り、温度や圧力によって変化してできたものです。その際、大気中に含まれてい

た二酸化炭素を体内の中に取り込み、地下に貯蔵してくれた立て役者なのです。なお、現在世界で使わ

れているエネルギーの４分の３以上が化石燃料です。

（３） 私たちの国で使われているエネルギー構成は、次図のとおりです。気付いたことを記入してみまし

ょう。

【図を見て気づいたこと】
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（４） 石油の輸入

日本のエネルギー源を石油に頼る割合、石油を輸入に頼る割合、石油を中東に頼る割合は次のとおり

です。気付いたことを記入してみましょう。

①　主要先進国の石油依存度、石油の輸入依存度、中東依存度等（1999年）

※▲は輸出していることを示しています。 出典：IEA統計等

※石油依存度とは、エネルギー消費全体に占める石油の割合を示しています。

※小数点第１位四捨五入

②　日本の主な原油輸入相手国（2001年度）

【表やグラフを見て気づいたこと】

日本の石油の国別輸入比率　2001年度

出典

「平成13年エネルギー生産・需給統計年報」
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（５） 採掘された石油（原油）はどのように精製され利用されているのでしょうか。

採掘された石油は、採掘後タンカーで日本に運ばれ精油所のタンク等に保管されます。精油所では、

このタンク等から配管を通って加熱炉で約350℃に熱せられた後、精製塔に送られ温度差を利用して精

製し、各温度領域において留分がLPガスやガソリン等に生まれかわります。

出典：石油連盟資料

また、石油は燃料だけに用いられているわけではありません。次に燃料以外の主な利用の仕方につい

てみてみます。

化石燃料－石油化学製品製造の流れ

このように、プラスチックや合成繊維のほとんどが、石油を原料としているのです。
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（６） 石油の利用の仕方

石油はいろいろな所で、様々な用途に使われています。みんなで調べてみましょう。

調べるに当たって、使われ方を大きく分けて考えてみましょう。

（７） 残存年数、エネルギー構成、石油の輸入、石油の利用の仕方などについて併せて考えてみましょう。

気付いたことを記入し、みんなで話し合ってみましょう。
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〈参考資料〉

○　ワークシートについての解説

（１）について

地球のエネルギー資源としては次表のような資源があります。

※ 中国、インド、ブラジル、ロシアなどの発展途上国の消費量が延びると、さらに残存年数は減少

します。

※ 自然エネルギーについては、次のプログラム「地球温暖化対策あれこれ」ワークシートを参照し

てください。

（２）について

石油の51％を筆頭に、石炭19％、天然ガス13％となっており、化石燃料だけで83％を占めています。

また、原子力が13％であり、自然エネルギーである水力は３％（ただし、大規模水力発電所を含む。）、

太陽光や風力などのその他のエネルギーはたったの１％しかありません。（その他の中には、自然エ

ネルギー以外のエネルギーも含まれます。）

（３）について

日本はエネルギーの半分を石油に頼っており、石油のほぼ100％を海外に頼っています。また、そ

の85％が中東からの輸入です。これは、中東から何らかの理由で石油の輸入が止まったり、中東の石

油価格が高騰すれば、すぐさま多大な影響を受けることに他なりません。私たちは、石油以外のエネ

ルギー源、特に国内でまかなえるエネルギー源（例えば自然エネルギー）に移行することが、エネル

ギーの安全保障からも大切なことなのです。
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（４）について

石油の利用の仕方としては次表のようになっています。

出典：石油連盟資料（1997）

（５）について

石油は暖房や冷房、自動車などの動力の他に、プラスチックや衣類、肥料などにも使われています。

また、化石燃料の仲間である石炭を火力発電に用いたり、天然ガスを熱源などに利用したりしていま

す。このように、化石燃料は私たちの生活にとても根付いているのです。

しかし、地球温暖化の主な原因は、私たちが化石燃料を自然が吸収できる以上に利用している事な

のです。地球温暖化は残存年数に関係なく、私たちが化石燃料を使えば使うほど進んでしまいます。

また、石油のように、海外、特に中東からの輸入に頼ることは、輸入されなくなった場合、急激に

石油や石油製品の価格が上昇する（過去、オイルショックがそうでした。）など、非常なリスクを伴

います。

化石燃料はいずれ枯渇します。私たちはその前に、消費量を減らしつつ、国内でまかなえる風力、

水力、太陽光、生物由来のエネルギー源であるバイオマスなどの自然エネルギーに、移行する必要が

あるのです。

2050年までにCO2を1990年比

80％削減するドイツのシナリオ

（ドイツ環境省 Bundesministerium 

fuer Umwelt, Naturschutz und 

Reaktorosicherheit,2003 引用）
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エネルギー資源と地球温暖化

別紙１　我々が活用できる地球のエネルギー源

１）化石エネルギー

１．エネルギー資源
水の惑星と言われる地球には、私たちの生活に欠かすことが出来ないエネルギーとして利用

している、又利用可能な資源があります。どの様な資源があるか皆で考えてみましょう。

石油

２）再生可能エネルギーと再処理可能エネルギー
水力

３）熱利用
太陽熱

バイオマス熱 雪氷冷熱

４）発電
太陽光

５）その他
燃料電池発電 メタンハイドレード

風力 廃棄物 バイオマス

潮力 波力

廃棄物熱海洋水温度差

地熱 原子力

石炭 天然ガス

満潮と干潮の差

家畜の糞

送風

メタン

冷風温水

温水

水

水

５～10℃

25～30℃

木質ペレット



135

地球温暖化対策あれこれ

１　概要

地球温暖化対策を理解し、解決に取り組むことのできる人間を育成します。

２　ねらい

・地球温暖化対策としての自然エネルギーについて理解を深めます。

・地球温暖化対策としての省エネルギーについて理解を深めます。

・地球温暖化防止について、私たちにできることを考えます。

３　方法

（１） 自然エネルギーの種類や特徴について理解し、自然エネルギーを利用することがどうして地球温

暖化対策になるのか考え、話し合います。

（２） 省エネルギーに取り組む種々な方法について学びます。

・街づくりに関し、交通・輸送での省エネ、住宅・オフィスでの省エネ、水素社会について学び、

また、交通については私たちにできることを考え、話し合います。

・フロンと地球温暖化の関係について学びます。

（３） 家庭でできる地球温暖化対策について考え、話し合います。

（和歌山県が作成した小冊子「今ここから始めよう！ 家庭でできる地球温暖化対策」を利用する

こともできます。なお、小冊子は県の下記ホームページからダウンロードできます。）

○　参考となるホームページ

・全国地球温暖化防止活動推進センター

http://www.jccca.org/

・ＮＥＦ：財団法人　新エネルギー財団

http://www.nef.or.jp/

・ＮＥＤＯ：独立行政法人　新エネルギー・産業技術総合開発機構

http://www.nedo.go.jp/

（※）小冊子のダウンロード先（和歌山県ホームページ）

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/032000/ondankatei/katei.html

ＳＴＯＰ地球温暖化！啓発小冊子
「今ここから始めよう！家庭でできる地球温暖化対策」
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（ワークシート）

１　自然エネルギーとは

自然エネルギーとは、太陽光や熱、風力、水力、地熱など自然現象から得られるエネルギーのことをい

います。石油や石炭、天然ガスなどのいわゆる化石燃料が枯渇性の不安を抱えるのに対して、主に太陽が

照りつづける限り枯渇の心配がないことから、「再生可能エネルギー」ともいわれます。

２　自然エネルギーのいろいろ

（１） 太陽光・太陽熱

太陽光・太陽熱は、屋内の光を取り入れ照明の役割をしたり、部屋を暖めたりと、直接利用できる

エネルギーの一つです。

太陽熱温水器でお湯として利用したり、太陽光発電で発電することもできます。

また、窓から太陽光を取り入れ部屋を暖めたりと、さまざまな利用の仕方があります。

（２） 風力

オランダなどの風車が有名ですが、近年、風力発電も盛

んになっており、和歌山県でも吉備町に建設されたのを始

め増えつつあります。

また、家庭で利用できる小型の風力発電機も普及してき

ました。

（３） 水力

水車として昔から利用してきましたが、近年では水力発電などに利用されています。ただ、大規模

なダムを建設する場合には自然環境の破壊や水質の悪化に繋がるため、最近では中・小規模での発電

が注目を集めています。

（４） バイオマス

バイオマスとは、太陽のエネルギーと水・土・空気を使って生物により自然循環の中でつくられる

資源のことです。

このため、石油・石炭といった化石資源や、金属などの鉱物資源と異なり、適正に利用すれば枯渇

することがありません。

近年、バイオマスを用いた発電や生物が分解できるプラスチックなどが作られています。

主なバイオマス資源

吉備町コスモスパーク
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（５） 温度差発電（海洋温度差発電）

温度差発電とは、温水（約25～80℃）と冷水（約５～20℃）のわずかな温度差（15℃以上）を利用

し、発電するシステムです。この温度差があればどこでも発電できますが、特に海の海面と深層水と

の温度差を利用し発電するシステムのことを海洋温度差発電といいます。

温水で液体の冷媒（例えばアンモニアなど）を暖め蒸気に変え、タービンを回して発電し、冷水で

冷やして液体に戻すことで発電する仕組みとなっています。

（６） 雪氷冷熱

降った雪を貯蔵し、冷蔵に利用したり、夏の冷房に利用したりします。冬に自然に凍らせた氷を用

いたりすることもできます。貯蔵設備は必要ですが、自然エネルギーを直接利用できる有効な手段で

す。

（７） 地熱

温泉などの熱を利用し発電する地熱発電や、地中の温度が１年を通じてほとんど変化しないことを

利用し、地下の配管内で暖めたり冷やしたりした空気を部屋に取り入れることで、冬は暖房、夏は冷

房に利用します。

化石燃料の代わりに自然エネルギーを使うと、どうして地球温暖化の防止に繋がるのでしょうか。

みんなで話し合ってみましょう。

３　省エネルギーなライフスタイル、街づくり

私たちは、自然エネルギーを中心とした社会を目指しながら、省エネルギーな社会も目指すことが大

切です。

（１） グリーンコンシューマー

環境にやさしい商品を積極的に買う人のことをグリーンコンシューマーといいます。

私たちの買うものは全て大量のエネルギーを用いて作られています。購入する時には本当に必要な

物を必要なだけ買うようにすると、エネルギーと資源を節約でき、地球にやさしい生活ができます。

また、家電製品はこの数年で急激に性能を上げ、省エネ化が進んでいます。家電製品を購入する際

には省エネ性能もチェックしてみましょう。

地元で生産されたものを地元で消費することを地産地消といいます。地産地消は輸送にかかるエネ

ルギーを減らすことができるほか、地元の農作物や林産物を買うことで、私たちのまわりの自然も守

ることができるのです。
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（２） 街づくり

皆さんは、どんな街に住みたいですか。みんなで考えてみましょう。

交通・輸送

私たちは、移動や輸送のために多くの二酸化炭素、窒素酸化物、硫黄酸化物等を排出することによ

り、地球温暖化や酸性雨、大気汚染などの原因を引き起こしています。

図１は、日本で輸送の際に排出されているCO2量の割合を、輸送機関別に表したもので、図２は、

人一人が同じ距離を移動する時に排出する炭素の量を輸送機関別に比較したものです。また、表１は、

和歌山県の自動車保有台数を示したものです。

図１　輸送機関別ＣＯ２排出割合（2001）

図２１人を１km運ぶのに排出する炭素量

表１　和歌山県の自動車保有台数（台）

資料：和歌山県ホームページより

○ これらの図表からどんなことがわかるか話し合ってみましょう。また、私たちが今すぐできること、将

来できることを話し合ってみましょう。
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（参考）ヨーロッパの交通事情

全国地球温暖化防止活動推進センターホームページより

街中では自動車を使わなくても快適に移動できるように、路面電車やバスが頻繁に走っています。また、

乗り換えもホームを同じにしたり時刻を合わせたりと工夫されています。

車道と共に自転車道も整備されています。もちろん段差はほとんどありません。

路面電車やバスは、高齢者の方や車椅子の方も、乳母車も乗り降りしやすいように、床が低く、入口も

大きくなっています。

住宅・オフィス

住宅やオフィスも、設計次第で省エネができます。

今の建物は、昼明るいのに照明に頼っていたり、窓や壁から熱が多く出入りし、冷暖房の効率を落とし

ています。建てる際には、太陽光や風をうまく利用し、照明やクーラー、暖房にできるだけ頼らない建て

方ができます。また、断熱材を使用し、効率を上げることもできます。

市街地では街並みや屋上を緑化し、気温が上がるのを抑えることもできます。

水素社会

今、クリーンなエネルギー源として水素が注目されています。水素（Ｈ２）は燃やしても、電気を取り

出しても水（Ｈ２Ｏ）を発生させるだけで、直接地球温暖化には結びつかないからです。

そのため、化石燃料に代わる自動車や家庭のエネルギー源として、水素から発電する燃料電池などの開

発・普及が進んでいます。

しかし、水素は自然にはほとんどありません。そのため、他のエネルギーから作る必要がありますが、化

石燃料から水素を取り出すと、やはり二酸化炭素を出してしまい、地球を温暖化させてしまいます。そうな

らないようにするためには、自然エネルギーで水を電気分解するか、光触媒で生成することが必要です。

電気は蓄えることができませんが、自然エネルギーで水を電気分解した水素は輸送することができます。

このため、例えば砂漠などで太陽光発電や風力発電を用いて発電し、水素に変えて輸入することができま

す。これを燃料電池に使用するのです。

フランス、ストラスブー

ル市の欧州議会前の自転

車専用道。自動車道とは

分離帯で区切られた道路

となっています。

2002.10.4 S.Minami

オランダ、アムステルダム駅

前からのびるダムラック通り。

一本の道路が、歩行者、自転

車、路面電車、自動車により

棲み分けられています。

2002.11.22

（財）北海道環境財団

フランス、ストラスブー

ル市の路面電車（LRT）。

都心部にはクルマは入れ

ず、市電以外は歩行者と

自転車しか入れません。

2002.11.29 S.Minami
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○　フロン対策

オゾン層を破壊する特定フロンやオゾン層を破壊しない代替フロンは、二酸化炭素に比べ数百倍から

１万数千倍程度の強力な温室効果ガスです。特定フロンについては利用が禁止され、回収が進められて

います。また、代替フロンについては、エアコンや冷蔵庫の冷媒、パソコンなどのホコリ飛ばし用スプ

レーなどに使われています（ＨＦＣなどと記載されています）。

代替フロンが使われているスプレー缶を使うと、空気中に代替フロンが放出されてしまいます。たっ

た１本で家庭一人当たりの電力消費と同じ位の温室効果をもたらしてしまいます。22型テレビ（１日４.５

時間）利用ではなんと約22年分にも相当します。（出典：気候ネットワーク）

４　家庭でできる温暖化対策

地球温暖化を防ぐために、私たちは何をしたらよいのでしょうか。みんなで話し合ってみましょう。
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（別添資料）

○　ワークシートについての解説

２について

地下深くに閉じこめられている化石燃料は、二酸化炭素などの天然の貯蔵庫です。そのため、化石

燃料を燃焼させると、空気中の温室効果ガス濃度が上がってしまいます。

一方、自然エネルギーを供給しているのは主として太陽です。降り注ぐ太陽光や太陽熱が風を起こ

し、海水を暖め、雨や雪を降らせ、植物や動物を育みます。そのため、適切に利用すれば温室効果ガ

スを出さない、大変クリーンなエネルギーなのです。

３について

図１、図２ともに自家用乗用車の排出割合が高くなっています。自動車を使わなくてすむような場

合は、自転車や電車、バスなどの公共交通機関を利用するのが効果的です。また、購入の際にはハイ

ブリッド自動車や軽自動車などを購入すると、二酸化炭素排出をより少なくできます。

和歌山県の自動車保有台数は増加の一途をたどっています。自動車から排出される温室効果ガスは、

１台あたりの燃料消費量×合計台数であり、これは非常に大きいことがわかります。私たちは、ハイ

ブリッドなどの燃費のよい自動車、排気量の小さい自動車に乗り換えるとともに、台数を減らしたり、

乗る時間、回数を減らす対策も必要です。
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４について

○　私たちができる取り組みの一例

まだ他にも自分たちでできる多くの取り組みがあると思います。意見を出し合ってみましょう。

空気中には、化石燃料からでる二酸化炭素がどんどん溜まり、濃度が上がっている一方で、化石燃料

はいずれ枯渇します。私たちは、地球温暖化が進まないように、また、化石燃料が枯渇する前に、でき

るだけ早く自然エネルギーで生活する社会を実現するよう共に目指しましょう。

まとめ
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燃 料 電 池

１　概要

現在、実用化されつつある燃料電池のしくみや利便性について、簡単な実験などをとおして学習します。

２　ねらい

・　燃料電池のしくみについて、実験などをとおして学習します。

・　燃料電池の利点について理解を深めます。

３　準備物

・方法１　重そう（炭酸水素ナトリウム）、ペットボトル、ステンレスの棒（0.2～0.3㎜φ）、ビニールの管など

・方法２　メタノール燃料電池セット、蒸留水、メタノール

・方法３　燃料電池セット（水素用）、水素ボンベ

４　方法

方法１　炭酸水素ナトリウム水溶液を電気分解して、水素と酸素を発生させ、ここから電気を得る方法

（燃料電池は水素から発電するものですが、ここでは必要な水素を水の電気分解を用いて発生

させます。）

①　用意するもの

※電子オルゴールは＋－

の極性があります。ま

た、机の上などに密着

させると音が聞こえに

くいので留意してくだ

さい。

④ それぞれのステンレス電極に気体が発生し

付着します。（＋極に酸素、－極に水素）わに

ぐちクリップをはずして、かわりに電子オル

ゴールをつなぐと音が鳴ります。

③ ②でつくった溶液をビニールの

管に注ぎ以下のように組み立て、

電流を流すと水素（－極）と酸素

（＋極）が発生します。

② 水100pを小型のペ

ットボトルに入れ、重

そう（炭酸水素ナトリ

ウム）を小さじ1.5杯

（約７ｇ）を加え、ふ

たをして上下左右に振

って撹拌します。
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方法２　市販のメタノール燃料電池キットを使って電気を発生させる方法

（１） セルに蒸留水でうすめたメタノールを入れる。 （２） プロペラが回る。

方法３　水素を直接利用する方法

（１） 水素（市販）をタンクにつめる。

（２） 水素と空気中の酸素が反応して、水とエネルギーができる。

※　この場合は、二酸化炭素は発生しない。

（３） 実験や説明を聞いた後、燃料電池についてまとめさせる。

◎　燃料電池についてまとめてみよう

（ワークシート）

○　参考資料

※　燃料電池のしくみ
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※　燃料電池の燃料である水素の貯蔵方法

（１） 直接水素として貯蔵し利用する方法

（２） 他の物質として貯蔵し、発電の際に水素を取り出す方法

①　メタノール（ＣＨ３ＯＨ）を分解して水素を得る場合

ＣＨ３ＯＨ＋Ｈ２Ｏ→　二酸化炭素（ＣＯ２）＋水素（Ｈ２）

②　都市ガス、ＬＰガス、灯油、ガソリン等を分解しても水素が得られる。

※　水素について

水素は、空気中の酸素と急激に反応すると、爆発や燃焼が起こって熱や光などのエネルギーが発生しま

すが、燃料電池では、爆発や燃焼と違って音や振動がなく、熱エネルギーとしての放出が少ないため、効

率よくエネルギーを得ることができます。

水素は単独では自然界にほとんど存在しないので、他の物質から取り出す必要があります。水（H２O）

を電気分解すれば水素を取り出すことができます。また、水素は様々な燃料から作り出す（改質と言いま

す）ことができます。家庭用燃料電池コージェネレーションとしては、都市ガス、ＬＰガス、灯油が、燃

料電池自動車としては、それらに加えてメタノール、ガソリンなどがあげられます。

しかし、化石燃料を用いて発電した電気を使ったり、化石燃料から取り出した水素やメタノールを用い

ると、結果的に二酸化炭素を排出し地球温暖化を促進するため、自然エネルギーを用いて水素を生成する、

例えば風力発電や太陽光発電による電気を用いる、バイオマスからメタノールを生成することなどが求め

られています。

※　メタノール燃料電池の原理 （図参照）

電解質膜を２つの電極ではさむ構造をとっており、燃料極側でメタノールと水から作られた水素イオン

が電解質膜を通過し、空気極で酸素と反応します。この時、両電極間に電流が流れる仕組みです。

○　燃料電池の特徴

①環境にやさしい　　　⇒　窒素酸化物（NOｘ）や硫黄酸化物（SOｘ）の発生がほとんどない。

②発電効率が高い　　　⇒　化学発電システムにより40～65％の発電効率で発電できる。

③騒音、振動が少ない　⇒　化学反応なので発電機などの駆動音や振動がない。

利　点

①コストがかかる　　　　　　　　 ⇒　高価だが、普及による大量生産により価格が下がる可能性がある。

②水素は自然界にほとんど存在しない ⇒　自然エネルギーで生産することが必要である。

課　題
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調べてみよう！　家庭のゴミ

１　概要

リサイクルの基本は排出時の分別です。自分の町の分別方法について授業で学習します。

家庭学習として各家庭で徹底した分別とその測量を行い、１人１日当たりの廃棄物の量を計算し、家

族で廃棄物の分別について話し合います。

２　ねらい

・　廃棄物や分別について知識を深めます。

・ 家庭学習で、ゴミ当番として各自家庭から出る廃棄物を分析することにより、ゴミを出さない「リ

デュース」や分別について理解を深め、環境配慮意識の育成を図ります。

３　方法

（１） 環境、リサイクルについて授業で勉強し、意見交換を行います。

（２） 市町村の分別方法を学習します。

市役所・役場の住民課などにある「ゴミ分別カレンダー」等により、自分の自治体の分別方法に

ついて学習します。

（３） 分別方法に従い、徹底した分別を行います。（家庭学習）

（４） 分別した廃棄物の重量を体重計やはかりを用いて計測します。（家庭学習）

（５） 家族の人数でゴミの重量を割り、１人当たりの廃棄物量を計算します。（家庭学習）

（６） 全国平均値と比べ、家族でゴミについて話し合います。（家庭学習）

（７） 話した結果、感想などについてレポートを提出します。

○　参考資料

■自治体により分別数に違いがあります。

分別数例　：　和歌山市６　橋本市11 海南市５　有田市７　御坊市５　田辺市11

新宮市22 （161ページ参照）

■テスト（後添）回答

問題１③　問題２③　問題３②　問題４②　問題５②　問題６③　問題７①　問題８③

○　授業用資料

家庭や会社から、ゴミは毎日大量に出されています。出されたゴミは、燃やされたり埋められたりして、

消えてなくなってしまったかのように思われます。

でも、家や街で見えなくなったから・・・それでいいのでしょうか？

ちょっと考えてみてください。

ゴミが家の中から消えてなくなる一方で、私たちのまわりから、ものを作るために必要な資源や美しい

自然が消えているかもしれないのです。

資源から商品ができて、やがてゴミとして捨てられるだけでは、ゴミは増えるばかりです。

私たちの住んでいる地球の資源は無限にあるわけではありません。このかけがえのない地球の環境を守

り、残していくために、ゴミの問題をどうすれば解決できるのか考えてみましょう。
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○　ゴミって何だろう

使い終わったら「もういらない」「きたない」といって簡単に捨てられるゴミ。「ゴミ」といっても、そ

の種類はいろいろあります。キッチンの生ゴミから、空きびん、まだまだ使える家具や衣服、自転車だっ

て捨てるとただのゴミになってしまいます。

自分たちの家庭のゴミ箱や近所のゴミ置き場に、リサイクルできるものが捨てられていないか見てみま

しょう。

リサイクル・・・一度使われた紙やプラスチック、ビンなどを資源として繰り返し利用すること。

○ゴミって本当にゴミ？

ゴミ置き場で、ちょっと修理すれば使えそうなおもちゃや家具などを見たことはありませんか。もしか

したら、あなたが出したゴミも同じように見られたかもしれません。ちょっと見方を変えると、ゴミだっ

て宝物に見えてくれるかもしれません。
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○ゴミはどこへ行くの？

毎日大量に出されるゴミは、ゴミ収集車に積み込まれ、いろいろな処理施設に運ばれます。そして、資

源として再利用されたり、熱エネルギーとして利用されたりしたあとは埋立地へと運ばれます。

ゴミにはたくさんの種類があります。それぞれにどんな処理のしかたがあるのでしょうか？

○ゴミが増えるとどうなるの？

①　地球の資源がなくなります。

私たちの生活のもとになる資源には限りがあります。資源を大切にして繰り返し利用していかないと

やがてなくなってしまいます。

例えば、一年分の古新聞をゴミとして捨てると、太さ14cm高さ８ｍの木一本半を使うことになります。

②　地球の環境が悪くなります。

ゴミを処理するためには、電気や石油などのエネルギーがたくさん必要です。このままゴミが増え続

けると、エネルギーの消費がどんどん増え、資源の減少や地球温暖化が私たちの生活をおびやかしかね

ません。

また、ゴミを処理する施設の能力にも限度があります。ゴミを正しく処理できないと、街にゴミがあ

ふれ出し、みんなの生活や生き物にも影響が出てきます。

そして、ゴミの埋立地もなくなります。和歌山県内で集められたゴミの78％は燃やされてから埋め立

てられ、７％はそのまま埋め立てられています。県内で埋め立てられるゴミは１年で約８万ｔ、東京ド

ームおよそ２杯分です。
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○　ゴミを減らそう

私たちが普通に生活しているだけで、１人が一日に約1,100ｇのゴミを出しています。もしも、日本中の人

が、毎日たった10ｇのゴミを減らせば、一年間で約46万ｔものゴミが減る計算になります。
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○　リサイクル

私たちの生活では、ものを作る資源によって成り立っています。石油、石炭、森林などの地球の資源に

は限りがあるので、なんとかして資源を有効に利用しようと、いろいろな方法が考えられています。

①　資源やエネルギーを節約します。

古紙や木材をリサイクルすることは森林などの資源の保護につながります。また、ボーキサイトから

アルミを精錬しアルミ缶をリサイクルすると、はじめからアルミ缶をつくるよりも使用する電気エネル

ギーが節約されます。アルミ缶一個をリサイクルすると40ワット電球の約12時間分の電気が節約できま

す。

②　ゴミを減らし環境を守ります。

資源回収に出したり、必要な人に譲ったり、リサイクルすることで燃やしたり埋め立てたりするゴミ

の量を減らせます。燃やすことによって出てくる二酸化炭素排出を削減したり、リサイクルすることで

資源の減少を抑えたり、少なくなりつつある埋め立て処分地をより長く使うことができます。

リサイクルをするためには、素材ごとに分別することが重要です。ゴミの出し方は市町村毎に決めら

れています。ゴミは地域の分別のしかたにあわせて出しましょう。みんなの街での分別を勉強してみま

しょう。

○　地球のために私たちができること

地球に住む私たちは、大昔から自然の恵みを受けて生活してきました。暮らしの中で何気なく捨てたゴ

ミの１つ１つが、地球の環境にいろいろな影響を与えています。

これからはリサイクルをすすめ、くるくる回る循環型の社会に変わっていく必要があります。
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テ　ス　ト

＜問題１＞

リサイクルによくないのは次のうちどれですか。

①　汚れを洗う。

②　キャップをはずす。

③　いろんなゴミを混ぜて出す。

＜問題２＞

家庭から出る１年分の古新聞は、太さ14cm高さ

８ｍの木をどれくらい使うことになりますか。

①　１５０本

②　１５本

③　１.５本

＜問題３＞

県内で埋め立てられるゴミは１年で約８万ｔあ

ります。これは東京ドームのおよそ何杯分ですか。

①　５杯

②　２杯

③　０.５杯

＜問題４＞

アルミ缶をリサイクルすると、新しくアルミ缶

をつくるよりも電気を節約することができます。

アルミ缶１缶をリサイクルすると、40ワット電球

をつける約何時間分節約できますか。

①　２４時間

②　１２時間

③　　６時間

＜問題５＞

新聞紙や牛乳パックなどの紙は主にどんな製品

にリサイクルされていますか。

①　紙幣

②　トイレットペーパー

③　プラスチック

＜問題６＞

古着は主にどんな製品にリサイクルされていま

すか。

①　紙幣

②　カーテン

③　雑巾（ウエス）

＜問題７＞

食用廃油は主にどんな製品にリサイクルされて

いますか。

①　石けん

②　ガラス

③　チョーク

＜問題８＞

ゴミは１人一日あたり、何グラム排出されてい

ますか。

①　約１１ｇ

②　約１１０ｇ

③　約１，１００ｇ

みんなで話し合ってみよう

リサイクルやゴミのことについてみんなで話し合ってみましょう。

１　家庭からどのようなゴミが出されるのでしょう。

２　なぜゴミを分別する必要があるのでしょう。

３　リサイクルされるものにはどんなものがありますか。

４　家庭でゴミを出さないようにするにはどうすればいいでしょう。

５ 昔の生活は、今よりゴミが少なかったと言われます。今の生活は昔と比べてどう変わっていると思い

ますか。
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調べてみよう！　家庭のゴミ（家庭学習ワークシート）

＜このワークシートの使い方＞

①　自分の地域の分別品目を調べ、品目の欄に書き込みます。

②　各家庭で品目毎にゴミを分別し、体重計等で重量を計測します。

③　分別の際、気づいたこと、計量の際考えたこと等について、なにかあれば記載します。

④　家族一人当たりのゴミ量等を計算します。

   

【計算方法】

１人１日あたりのゴミ量 ＝ ゴミの総重量 ÷ 調べた日数 ÷ 家族の人数

⑤　家族で意見交換を行います。

（１）分別をした感想

（２）面倒だった分別品目

（３）簡単だった分別品目

（４）ゴミを減らすのにはどうしたらいいか　

（５）分別の意義は何か

（６）その他
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環境マークを探そう！

１　概要

ペットボトル、空き缶、包装紙等の容器包装にはさまざまな環境マークがついています。またパソコ

ンや家電製品等にも、省エネ等を表すマークがついています。身の回りの製品についているこれらのマ

ークを探し、その意味を調べます。

２　ねらい

環境マークの理解を深め、環境配慮意識の育成を図ります。

３　方法

（１） 基本的なマークについて学習します。

（２） マークがどこに標示されているか調べてきます。（宿題）

（３） クラスを５～10名のグループに分け、集めたマークを持ち寄り、マーク毎に数を集計しそのマー

クの意味を確認します。

（４） グループで、マークがどこに多かったか等意見交換します。

（５） グループで集めたマークの種類、意味を発表します。

○　参考となるホームページ

環境ラベルデータベース

http://www.env.go.jp/policy/hozen/green/ecolabel/

グリーン購入ネットワーク

http://www.gpn.jp/

○　基本的なマーク（10個）
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「環境マークを探そう！」ワークシート

○　学校で勉強した環境マークを家や街の中で探し、ワークシートに記入しよう。

＜このワークシートの使い方＞

①　基本的なマークについて学習します。

②　マークを家庭や町中で探します。

③　マークをワークシートに写し、見つけた場所、見つけた数を記入します。

④　家族とそのマークの意味について話し合い、その結果を記入します。

⑤　学校にもちより、クラスで話し合います。
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クリーン作戦に参加しよう！

１　概要

市町村のゴミの分別方法等を勉強し、自分たちの身の回りに捨てられてるゴミを実際に拾い、結果を

マップ化等して分析します。データを持ち寄り、ゴミやポイ捨てをなくす方法等について考えます。

２　ねらい

ポイ捨てされたゴミを拾う体験およびそれらの分析、意見交換を通して、環境に配慮する意識を育成

します。

３　方法

【第１回目の授業】

（１） 自分の住んでいる市町村のゴミ収集の種類を学習します。

分別種類については161ページ参照。詳細は各市町村の住民課等で確認。

（２） どんなところに、どんなポイ捨てゴミ等が多いか、生徒に体験を話し合わせます。

空き缶やタバコのポイ捨て、家電の不法投棄、その他ゴミ等、どんなものがどんなところに捨

てられているか意見交換。

（３） 実際にポイ捨てゴミを拾いにいく場所を生徒に検討させます。

学校の周辺、海辺、公園等、地域にあった候補地を事前にいくつかあげておきます。

（４） 次回のゴミ拾いをどうするかについて、検討結果を踏まえ、先生が決定します。

＜事前に検討・確認する事項＞

・　クラス全員同じ場所に行くか、グループ毎に違う場所に行くか

・　時間をどれほどかけるか

・　引率の教師数

・　学校保険の内容

・　拾ったポイ捨てゴミの処分方法（粗大ゴミ等は市町村役場に確認）

・　ゴミ拾いに必要な物品（収集袋、火ばし、手袋）

＜注意ポイント＞

・　ゴミを拾うときは、安全のため、火ばしを使用

・　自動車、自転車等との事故、水難事故、転落事故等

・　害虫、蛇等

・　注射針やボンベなどの各種危険物や、中身が不明なものを発見したらさわらないこと

・　個人の所有地への侵入　　　など

【第２回目の授業】

（１） ゴミ拾いを行います。

どこでどんなゴミを見つけたか（拾ったか）ワークシートに記載。

（２） ひろったゴミを持ち帰り、分析します。

ゴミを種類ごとに分別して計量。

【第３回目の授業】

（１） ワークシートの情報を地図化します。

（２） 地図、ワークシートを用いて意見交換をします。



159

＜議題＞

①　どんなところにどんなゴミが多かったか。

②　どんな人が捨てているのか。

③　なぜ、いつゴミは捨てられているのか。

④　ゴミを捨てられなくする方法。

○　その他

毎年継続することにより、ポイ捨てゴミなどの収集量データが蓄積され、校区内のポイ捨て込みマッ

プ・不法投棄マップが完成します。

○　参考：不法投棄について（出典：H16循環型社会白書）

現在、我が国においては、生ゴミ、生活用品、家電製品、机、椅子、タンス、ベッド、自転車やバイ

ク、自動車果てはプレジャーボートに至るまで、個人の生活や娯楽に使用された物や、事業活動に伴っ

て排出された木くず、紙くず、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸・廃アルカリ、金属くず、廃プラスチック、

シュレッダーダスト、注射針や点滴チューブ等の医療廃棄物など実に様々な廃棄物が不法投棄されてい

ます。

不法投棄というと、すぐに豊島や青森・岩手県境における事案など大規模な産業廃棄物の不法投棄を

想像しますが、不法にゴミを捨てるという行為は我々の身近なところで起きています。

たばこや空き缶のポイ捨ては我々が日常よく目にする光景であり、また家庭ゴミの収集ルールを守ら

ない行為もよく目にします。ゴミ収集による収集が終わった後や指定外の日にゴミを出したり、粗大ゴ

ミを捨てる人がいます。また、駅周辺のゴミ集積所に曜日に関係なくゴミを捨てる人もいます。

市区町村のゴミ集積所に不法投棄される粗大ゴミ等は、12月に増加する傾向があります。これは、大

掃除に伴い発生した不要な物を、市区町村の粗大ゴミ回収手続きが面倒、引取料金を支払いたくない等

の理由により、手近なゴミ集積所に捨てるためだと思われます。

ゴミ集積所以外でも、コンビニやスーパー、駅、公園のゴミ箱の周りや、河川、道路等に、投棄の形

態（レジ袋に入った生ゴミや電気ストーブ１個と掃除機１台など）からみて明らかに個人によるものと

思われる不法投棄が常時発生し、家庭ゴミや数多くの粗大ゴミなどが捨てられています。高速道路のパ

ーキングエリアやサービスエリアでは夜間にゴミ箱周辺のほか駐車場や園地の植え込みの間にゴミが捨

てられたり、河川では専用道路のきわや河原、人目につかない橋の下にゴミが捨てられています。

家電（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機）の不法投棄には、故障や買い換え、大掃除、引

越などで不要になった場合に、リサイクル料金を惜しんだり、小売店への持ち込みや粗大ゴミ回収手続

きの手間を惜しむために行われるものと、事業者によっておこなわれるものがあります。

使用済み自動車の不法投棄も、自動車ユーザーによるものと、事業者によるものとがあります。自動

車ユーザーが不法投棄を行うケースとしては、処分費用の支払いを逃れるため路上に乗り捨てし、その

まま放置する路上放置がその典型です。

不法投棄をなくすには、いかにして廃棄物の適正処理を確保するかといった観点からの取組に加え、

そもそも廃棄物の発生そのものを抑制したり、廃棄物を資源として有効利用するといった観点からの取

組も必要です。従来の我が国の大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済社会活動様式を改め、行政、企

業、国民等がそれぞれの役割と責任をしっかりと認識し、一体となって循環型社会の構築に向け取組を

進めていくことが求められています。
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クリーン作戦に参加しよう！ （ワークシート）

＜このワークシートの使い方＞

① ポイ捨てゴミ、不法投棄を発見したら、発見したものを「捨てられていたもの」の欄に記載します。

②　発見した場所（溝・草むら・建物の陰・交差点等）を「捨てられていた場所」の欄に記載します。

③ 発見した位置を、地図（ゴミ拾いする場所の付近の見取り図をコピーしてもっていく。）に番号で記

載します。

④　発見した量を「捨てられていた量」の欄に記載します。

⑤　何か気づいたことがあれば「気づいたこと」の欄に記載します。
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出典：「和歌山県の一般廃棄物　平成13年度実績」
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調理実習で環境を考えてみよう

１　概要

調理実習をする際に、具材の包装、環境ラベル、生産地情報等を調べ、意見交換をします。

２　ねらい

身近な料理を通じ、環境を考えることによって環境配慮意識の育成を図ります。

３　方法

（１） 調理実習の料理を決定します。

（２） 購入する具材を考えます。

（３） 生産地情報等を見ながら、具材の買い出しに行きます。

（４） 買ってきた具材の生産地情報・容器包装をワークシートにまとめます。

（５） 調理を行います。

（６） みんなで食べます。

（７） 食物残さを計量します。

（８） 片づけをします。

（９） グループで意見交換を行います。

◆ゴミは多かったか、少なかったか。

◆無駄な買い物はなかったか。

◆容器包装を少なくする方法は。

→　マイバックで買い物に行き、レジ袋を受け取らない。

→　過剰包装を断る。

→　トレー入りではなく量り売りで買う。

◆容器包装をどう処理すればよいか。

→　自分でどのようにリサイクルできるか考えてみる。

→　住んでいる市町村では、分別する際は何（燃えるゴミ・資源ゴミ）に分類するか。

＊市町村で焼却すると焼却施設が必要。

◆食物残さを少なくする方法は。

→　無駄に作らない。

→　食べきる。

→　量り売りで購入し、必要以上に購入しない。

◆食物残さはどう処理すればよいか。

→　自分でリサイクルする方法はないか考えてみる。

→　住んでいる市町村では、分別する際は何に分類するか。

＊市町村で焼却すると焼却施設が必要。食物残さは燃えにくい。

◆食材はどこから来たのか。

→ 近年、海外産の食材が多い。海外では農薬の基準が違ったり、単一生産のため土地がやせ

たりしている地域もある。

→　近くに同じ食材はないか。

◆環境マークの意味は。

（10） 各グループ毎に発表を行います。
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○　参考資料

■一般家庭ゴミの約60％（容量）は容器包装ゴミ

■地産地消

「地産地消」とは「地域生産地域消費」を略した言葉で、地域で生産された食材をその地域で消費す

るという意味です。昔から「身土不二（しんどふじ）」とも言われ「身（からだ）と土（とち）は一つ

であり、住んでいるところの四里四方（約16km四方）でとれたものを食べて暮らせば健康でいられる」

とされ、人々が暮らす地域とそこでとれる食材とは、地域の食文化や健康面において非常に深い関わり

を持ってきました。

ところが、暮らしに快適さと便利さを追い求めるあまり、いつの間にか私たちの「食」と農林水産業

の間はかけ離れたものとなり、日々の暮らしと地域の関わりについても忘れがちになっています。「地

産地消」は、こうした身近な「地域」と「食」との関わりを見つめ直し、その結びつきを深めていくこ

とによって、地域の農林水産業や伝統的な食文化、豊かな自然環境を守り、活きいきとした地域社会づ

くりを進めようというものです。

■フード・マイレージ（フードマイル）

「フード・マイレージ」は、輸入食品などの量と輸送距離に注目した指標としてつかわれています。た

とえば食料の輸送量（トンなど）×輸送距離（キロメートルなど）といった計算で数量的に表しています。

フード・マイレージが大きいことは、大量の食料を遠距離から輸送していることになり、輸送の燃料

消費や温室効果ガス排出などで環境に大きな負荷を与えます。カロリーベースで六割もの食料を輸入に

頼る日本はフード・マイレージが大きくなります。

ある試算では、2000年の日本のフード・マイレージは約5,000億トン・キロメートル、韓国の約３.４

倍、アメリカの約３.７倍です。一人あたりの輸入食料は420kgです。その平均輸送距離は10,000キロメ

ートル弱（直線距離でほぼ東京から米国のシカゴまでの距離に相当）です。また、米国からの輸入食料

は輸入額では20％台です。フード・マイレージでは66％に達し、日本の食が米国に頼っている現状が見

られます。

あるもののうしろに隠された環境負荷を、「見えないフロー」「隠れたフロー」等といい、フードマイレ

ージはそれをあらわす１つの手法です。他にも「エコロジカルフットプリント」という考えもあります。

■フェアトレード

草の根貿易、オルタナティブ・トレード（Alternative Trade―もうひとつの形の貿易）とも呼ばれ

ています。通常の貿易では立場が弱い生産者を支えるために始められました。

立場の弱い人々に正当な利益と環境保護を約束し、できるだけ公正な対価を支払い長期的な協力関係

を築いて、生産者の自立支援を目指すものです。フェアトレードは、寄附や援助とは異なり、生産者と

消費者の対等なパートナーシップ（Partnership：協力関係）による貿易です。

■参考となるホームページ

食料需給情報ステーション

http://www.kanbou.maff.go.jp/www/station/

日本人の食卓の現実

http://www.kanbou.maff.go.jp/www/anpo/jikyu/jikyu06.htm
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調理実習で環境を考えてみようワークシート

料理名（ ）

＜このワークシートの使い方＞

（１） 調理実習料理が決定したら、購入する具材を「具材」欄に書き込みます。

（２） 購入の際、「量」の欄に購入量を、「容器包装」の欄に何に包装されていたかを、「原産地」の欄

にどこでとれたかを、「備考」の欄に環境ラベルやその他気づいたことを記入します。

（３） 調理実習を行い、食事、片づけを行う。その際、残さの重さをはかります。

（４） グループ毎に集まって話し合います。

◆　ゴミは多かったか、少なかったか。

◆　無駄な買い物はなかったか。

◆　容器包装をどう処理すればよいか。

◆　食物残さを少なくする方法は。

◆　食物残さはどう処理すればよいか。

◆　食材はどこから来たのか。

◆　環境マークの意味は。

◆　原産地の位置。

（５） クラスで発表をします。
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＜使用例＞

調理実習で環境を考えてみようワークシート

料理名（カレーライス）

＜ポイント＞

◆　もっと容器包装を少なくできなかったか。

◆　もっと近くで作られた具材はなかったか。

◆　適正な量を利用したか。

＜応用利用方法＞

１　原産地を地図上に表しそこからの距離を測る。

（海外の場合はその国の首都からの距離を測る。）

２　調理前に具材ごとの残さを計測しておく。

３　フードマイレージを計算し、比べる。

フードマイレージ＝重さ（kg）×距離（km）
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ペットボトルで顕微鏡をつくろう

１　概要

身近なペットボトルと小さなガラス玉を使って簡易の顕微鏡を作ります。ペットボトルを再利用した

簡単な構造です。

２　ねらい

自分で作ったペットボトル顕微鏡でミクロの世界をのぞいてみましょう。

３　準備物

・　ペットボトル、直径２mm程度のガラス玉

・　試料（タマネギやムラサキツユクサの葉など）

・　千枚通し、ペットボトル専用ばさみ、カッターナイフ、セロテープ　など

４　方法

（１） フタの確認

フタの形状により一部作れない場合があるので確認します。

内側に凹凸のあるものは作れません。

（２） 接眼レンズ作り

ペットボトルのフタの中央に内側から直径２～

３mmの穴を千枚通しであけます。

あけた穴にフタの内側からガラス玉を入れて、

セロテープで止めます。

フタの内側が青色のものはセロテープでは貼り

にくいので、穴を少し大きい目にあけてガラス玉

を押し込んでください。

（３） プレパラート台作り

専用ばさみでなどでペットボトルの注ぎ口のあ

たりを適当な大きさに切ります。
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（４） プレパラート作り

ペットボトルの残り部分の平面の箇所を、幅15mm×

長さ20mm程度に切り取ります。

角を切り落として、ほぼペットボトルの口径にあう

ように調整します。

（５） サンプル作り

タマネギやムラサキツユクサなどの皮をうすくはい

で、酢酸カーミンで色をつけ観察します。このサンプ

ルをプレパラートにのせ、上からセロテープをはりつ

けて、ペットボトルの口に固定してください。

（６） 観察・調整

明るい方向にペットボトルの台の方を向けて、キャ

ップのネジをしめていきます。ピントがあってきて、

細胞や気孔が見えてきたら成功です。

○　実験で

ガラスの玉には凸レンズの働きがあるので新聞紙の上に置く

と文字が大きく見えます。

計算ではガラス玉の大きさが小さいほど、倍率が大きくなり

ます。

このペットボトル顕微鏡では直径２mmのガラス玉を使うの

で、計算では倍率は200倍程度になり、タマネギなどの細胞が見

えます。

○　備考

（１）直径２mm程度のガラス玉

（２）ペットボトル専用ばさみ（リサイクルカット）

（３）酢酸カーミン

販売：ケニス㈱など
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みみずコンポストで花いっぱい運動

１　概要

有機ゴミを削減するために、みみずを飼ってゴミを処理します。主に家庭の生ゴミをみみずを飼って

処理しますが、欧米では野球場、刑務所、病院、学校、基地など、農場（家畜の糞）など、たくさんの

生ゴミやその他の有機ゴミの処理にミミズが使われています。

２　ねらい

平均的４人家族の台所から出るゴミは、一日あたり約１kgと言われています。そのうち、特に生ゴミ

は、放っておくとにおいがし、ゴミ集収日に外に出すとカラスや猫に荒らされたりと、その処理は大変

です。その生ゴミについて、「においを少なく」、「小スペースで」、「できるだけ簡単に」、「コスト少な

く」処理して、「肥料を作る」のがみみずコンポストです。

３　準備物

深さ30～45センチ程度の不透明の容器（段ボール箱でもよい）

○注意点

深さは30～45センチ程度が適切です。浅すぎると、生ゴミを埋めて土をかぶせるスペースがありま

せん。深すぎると、下の方には空気が入らず、嫌気性の状態になり、みみずが死んでしまったり、逃

げ出そうとしたりし、また、生ゴミも分解されず悪臭がします。

みみずは光をさけるので、容器は、段ボール箱など、透明でないものを使います。

ミカン箱などの段ボール１箱につき、500グラムから１キログラムくらいの生ゴミが適当です。作

る前に、自分の家の生ゴミの量を調べてみましょう。

みみずは、皮膚から酸素を取り入れ、二酸化炭素を出します。また、微生物などの共存生物も酸素

を必要とします。みみず箱の中に十分に酸素が行き渡るようにする必要があります。箱の側面、上か

ら７～８センチ程度のところに、直径数ミリ～２センチ程度の穴をいくつか開けると良いでしょう。

４　方法

段ボールにビニールシートをひき、土と米ぬかと鶏糞を少し入れ、ミミズを入れます。（10匹くらい）

ミカン箱など段ボール箱を用意してください。
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箱の内側の大きさに合わせて、ビニールを敷きます。

ビニールシートは底に敷いて下さい。あまり側面に

かかると、ミミズが窒息します。

土と、米ぬかや鶏糞などを入れて、ミミズを入れま

す。10匹前後です。畑などで取れるといいのですが、

ミミズをとるのも最近けっこう大変かもしれません

ね。

用意ができたら生ゴミを入れましょう。

最初は、生ゴミを少なめに入れて、分解能力を試し

てから、生ゴミの量を増やしていきましょう。



170

微生物で環境をとりもどそう

１　概要

ＥＭ菌（有効微生物群）をつかって地域の環境美化をめざしていきます。

２　ねらい

ＥＭ菌の力で水質や土壌の浄化を図り、河川の水質をまもったり、有機栽培農業に役立てます。

３　準備物

・　ＥＭ菌

・　バケツなど容器　

ＥＭ菌（イーエムきん）

琉球大学農学部の比嘉照夫教授が発見して、全国に紹介して広まってきたものです。私たちの身の

回りにいるいろいろなバクテリアの中で生ゴミを食べてエネルギーに変えて生きているいくつかの仲

間が集まった有効微生物群をＥＭ菌といいます。私たちの毎日の生活でも同じように微生物の力を借

りて「みそ」、「しょうゆ」、「つけ物」、「お酒」などいろいろな食べ物を作っています。

ＥＭぼかし

ＥＭ菌を米ヌカなどにいれて、ＥＭ菌を大量にふやした粉や液体をＥＭぼかしといいます。このＥ

Ｍぼかしを生ゴミに加え、2週間程度おくとにおいのしない土のようなものになります。これを花だ

んや畑の土の中に混ぜて使います。

台所から出るたくさんの生ゴミを、少しでも少なくすることができるので、環境にやさしいことだ

と考えられて全国に広がっています。

４　方法

ＥＭぼかしを作ります。

・ぼかしとは

ぼかしは養分の多い有機物を発酵させて肥料にしたものです。ＥＭぼかしは、生ごみをＥＭ菌で発酵

させたものです。

・どうやって作るの

生ごみの水分を飛ばしましょう。

生ごみの水分を少しでも減らすために、野菜くずなどは三角コーナーではなく、別の容器に入れ

ましょう。

生ごみを砕きましょう。

生ごみはなるべく小さく切ります。（分解が早いため）

投入した生ごみを棒などを使ってつぶし、生ごみを細かくしていきます。

米ぬかを入れる。

使っているぼかし菌に、米ぬかなどを混ぜます。
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（参考）

ＥＭぼかし

バケツ

バケツの外側

最近、全国の各学校でも、この取組を行うところがふえてきました。インターネットなどでも、研究して

みて下さい。

いろいろな種類の生ゴミ（食品）が入った方が、土が豊かになるよう

です。ＥＭ菌がうまく繁殖すると、白い綿のようなものがつきます。

左の図は専用バケツです。ふたの部分が密閉できるようになっていて、

液がたまっても抜くことができるようにコックがついています。

最近、自然食品店等で購入できるようになりました。




